
（別紙） 

グリーンローンの概要 

■資金調達概要 

借入人 東北電力株式会社 

貸付人 株式会社日本政策投資銀行 

資金使途 玉川第二水力発電所の建設費用 

プロジェクト

概要 

 所在地：山形県西置賜郡小国町 

 荒川水系玉川では古くから電源開発が行われ、上流には東北自然エネルギー

が保有する長者原発電所（１９３８年運転開始）、玉川発電所（１９８４年 

運転開始）が設置されており、既設の玉川発電所からの放流水と、新設する

取水口からの取水と合わせ、最大２５．００㎥／ｓを利用し、最大出力   

１４，６００ｋＷの発電を行い、ＣＯ2 排出量低減に貢献する。 

 使用する水量に応じて羽根の角度を変化させることにより、効率的な発電が

可能な水車を採用している。 

 

外部評価 【評価および検証】 

ＤＮＶより、グリーンローンを含む、グリーンファイナンスによる資金調達計画

について、下記基準への適合性について検証を受けております。グリーンローン

に関しては、ＧＬＧＬｓ、ＧＬＰへの適合性について検証を受けております。 

・グリーンボンドガイドライン２０２０ 年版（ＧＢＧＬｓ 環境省）※1 

・グリーンローンガイドライン（ＧＬＧＬｓ 環境省 ２０２０）※1 

・グリーンボンド原則２０２１（ＧＢＰ ＩＣＭＡ）※2 

・グリーンローン原則（ＧＬＰ ＬＭＡ、ＡＰＬＭＡ、ＬＴＳＡ ２０２１）※３ 

・Ｃｌｉｍａｔｅ Ｂｏｎｄ Ｓｔａｎｄａｒｄｓ（ｖ．3．0）及び参照可能な技術基準 

その他 本ローンに係る第三者評価の取得については、環境省の令和３年度グリーン  

ボンド・グリーンローン等の発行促進体制整備支援事業※４の補助金交付対象と 

なっております。 

 

  

図１：発電所の立地 

図２：発電所の全景 

（２０２１年７月） 



 

※1 グリーンボンド原則やグリーンローン原則との整合性に配慮しつつ、市場関係者の実務担当者がグリーンボンドに関する具体的対応を検討す

る際に参考とし得る、具体的対応の例や日本の特性に即した解釈を示すことで、グリーンボンドやグリーンローン等を国内でさらに普及さ

せることを目的に、環境省が２０１７年３月に策定・公表し、２０２０年３月に改訂したガイドライン。 

※2 国際資本市場協会（ＩＣＭＡ）が事務局機能を担う民間団体である「グリーンボンド原則執行委員会」により策定されているグリーンボンド

の発行に係る原則。ＩＣＭＡが２０１４年に策定・公表し、複数回の改訂を経て、２０２１年５月に最新版として改訂された。 

※3 グリーンローン商品の開発と整合性向上の促進を視野に入れ、シンジケートローン市場で積極的に活動している大手金融機関の代表から成る

経験豊富な作業部会によって策定された原則。ＬＭＡ、ＡＰＬＭＡ、ＬＳＴＡが２０１８年に策定・公表し、２０２１年２月に改訂された。 

※４ グリーンボンド等注）を発行しようとする企業や地方公共団体等に対して、外部レビューの付与、フレームワーク整備等コンサルティング等

により支援を行う登録発行支援者に対して、その支援に要する費用を補助する事業。注）：令和３年度から、グリーンボンド、グリーン性を

有するサステナビリティボンドに加えて、グリーンローンの発行等支援が追加された。 

以 上 


